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Synopsis 

In 25th April 2015, two individuals of the Japanese Monkey, Macaca fuscata, were found in the 

Nara Campus if Kinki University located in the western edge area if the Nara Basin. This is the first 

record of the monkey there. This finding intimates that the movement of the monkey around there 

has been changed recently. More attention should be paid to predict their future movement. 
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	 ニホンザルMacaca fuscataは、サル目オ
ナガザル科に属する日本固有種である 1)。

本州、四国、九州、屋久島などに分布し、

屋 久 島 の も の は 本 土 の ホ ン ド ザ ル

M.f.fuscata と 別 亜 種 ヤ ク シ マ ザ ル

M.f.yakui とされる 1,2)。常緑広葉樹林と落

葉広葉樹林の混合林帯に生息し、数頭のオ

スの成体、メスの成体とその子どもからな

る十数頭から百数十頭までの群れで生活す

る 1,2)。群れを離れて 1 頭でくらすオスは、
一人ザルや離れザルと呼ばれる。昼行性で

樹上と地上で様々な植物に加え、昆虫やサ

ワガニなどの動物質も採食する雑食性であ

るが量的に植物が多い 1,2)。また、農作物を

食害することもあり猿害とも呼ばれる 1,2) 。 
奈良県では、以前からニホンザルの生息

は主に南部の山地や東部に位置する春日山

などに生息していたが 3)、近年は奈良盆地

内の農業集落においても記録が増加してい

る。しかし、奈良盆地内で記録されている

個体は離れザルのみであり、群れは目撃さ

れていない 4)。 
近畿大学奈良キャンパスは奈良市郊外の

矢田丘陵(Fig. 1)にあり、これまで無人セン
サーカメラなどを用いた生物調査が行われ

てきたが、ニホンザルは記録されていない
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ことから、これまで当地においてニホンザ

ルは生息していないとされてきた。しかし

2015年 4月 25日、本キャンパス敷地内で
ニホンザル 2頭が目撃された(Fig. 2)。その
後、ニホンザルの姿がほとんど確認されて

いないこと、今回目撃したニホンザルが 2
頭で行動し、群れで行動していないことか

ら、離れザルである可能性が高い。 
矢田丘陵では 2012 年度に近畿大学奈良

キャンパス周辺で記録がされているが、

2013 年度には郡山市矢田町のみの記録に
とどまっている 4)。2012年度は生駒山系か
ら矢田丘陵まで連なった地域で確認されて

いることから、この年に近畿大学奈良キャ

ンパス周辺に移動してきたと考えられる

(Fig. 3)。 
今回確認されたニホンザルは人間が近距

離にいるにも関わらず逃避行動に移らなか

ったことから、人間に対する警戒心が強く

ないと考えられる。このような人間を恐れ

ない個体が増加することは、近年猿害の多

発している地域で猿害が深刻化する一因と

なっている 5)。 
	 これまで矢田丘陵でのニホンザルの群れ

の目撃例がないことから、矢田丘陵は現実

的なニホンザルの分布域となっていないと

Fig.3. Local change of the Japanese monkey witness information in the fiscal 2011~2013 year4) 

 

Fig.2. Japanese monkey, Macaca fuscata 
found in Kinki University 

 

Fig.1. Yata-kyuryo hill and neighboring cities, 

towns, and villages 
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考えられるが、今回のような離れザルが出

現を繰り返すことにより、矢田丘陵まで分

布を拡大させる可能性があり、今後の動向

に注視していく必要がある。 
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